
１．「ひきこもり」をめぐる支援の現状と当事者の動向
２．未来をつくるフューチャーセッションやひきこもり
　　大学について
３．周囲の人が当事者に対してどう向き合うべきか 等。

（公財）全国青少年教化協議会（全青協）
104-0045 東京都中央区築地 3-7-5 築地 AI ビル５階
http://www.terakoya-familia.org/
http://www.zenseikyo.or.jp/
電話：03-3541-6725
FAX：03-3541-6747

ひきこもる人たちの気持ち
　　　　～支援を巡る最近の状況～

築地本願寺 東京都中央区築地3-15-1
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201４年度、7月～9月のセミナーのご案内

7月3日

石川清氏
（フリーライター、ひきこもり訪問サポート士）

8月 7日

長期化する「ひきこもり」へのアプローチ
最近、最も困難と感じるのが、病識がなかったり、反応や意
欲がないケースで、アプローチには工夫と粘りが必要です。
13 年間訪問し続けても無反応な状態にあった若者、２階に
バリケードを築いて立てこもる若者でも最近、改善しつつあ
ります。
またゲームやネットに強く依存している場合の対応など、
停滞著しいケースの改善についてお話できればと思います。

　

池上正樹氏（ジャーナリスト）

セミナー登録申込書
ご住所
〒　　　　―

電話番号ご氏名
（　　　　）

※先着順で受け付けますので、定員を超えた場合はお申込みをお受けできません。
※FAXまたは郵送でお申込みください。

私たちは、私の願いに縛られて、傷つき生き
る意味を見失っています。仏さまの願いに目
覚めて生きる。それは仏さまの光に育まれて
いく安らかな道です。その仏さまの願いを、
ご一緒に聞かせていただきましょう。

仏さまの願いに生きる

9月 4日

西原祐治師
（西方寺住職、東京仏教学院講師）


